






























様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 6年度の産業廃棄物処理

計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不日7年 6月 19日

提出者

長崎県知事 大石 賢吾 殿

住 所 長崎市中里町 2178番 地
氏 名 株式会社たらみ 和田 富
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 095-839-1111

事 業 場 の 名 称 株式会社 たらみ 小長井工場

諌早市小長井町小川原浦 1690-1事 業 場 の 所 在 地

食料品製造業 (フルーツデザー トの製造)事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間 令不日6年 4月 1日 ～令和 7年 3月 31日
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項 目

排    出   量

2555.52t

6597. 29t

全 処 理 委 託 量

目標値

2555。  52t

目標値

9152

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

舒 )24(日



距状況の (産業廃棄物の種類:余剰汚泥 )

実績値

5304.9

0

0

472811

項 目

③排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

〇熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

576.8

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

47風_1

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

5304.9

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

5304.9

不要物等発生

（
第

２
面

）



況の (産業廃棄物の種類:廃酸缶詰シロップ  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

2482!3

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

排出量

2482.3①

有償物量

不要物等発

実績値

2482.3

0

0

248213

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類 : 廃プラスチック   )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

283.3

不要物等発生

実績値

283.3

0

0

0

項 目

O排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



汽況の (産業廃棄物の種類:金属 )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量排出量

1602.7①

有償物量

不要物等発

実績値

1602.7

0

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



記の (産業廃棄物の種類 :木製廃パレット   )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

19.8

排出量

不要物等発生量

実績値

19.8

0

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



:状況の (産業廃棄物の種類:植物性残澄 )

実績値

83.4

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
一⑦

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

83.4

排出量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類 :混合廃棄物 蛍光灯 )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

0
一⑥

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

有償物量

0.021

排出量

不要物等発生

実績値

0.021

0

0

0

項 目

①排出量

②+⑤
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類:混合廃棄物 乾電池)

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

0.034

排出量

不要物等

0.034

0

0

0

実績値

O排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

項 目

（
第

２
面

）



~夫

施状況 (産業廃棄物の種類 :混合廃棄物 その他)

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

0②

0.01

排出量

有償物量

不要物等発

実績値

0.01

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③キ③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(第 3面 )

備考

1

2

3

翌年度の6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄は記入しないこと。

4

5

6

7



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和7年6月″日

長崎県知事 殿

提出者

住 所 長崎県長崎市若草町4番32号エスポワール若草
氏 名 大東建託株式会社 長崎 支店

支店長 伊東 康貴

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 095-840-0122

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和6年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 第 称 大東建託株式会社 長崎 支店

事 業 場 の 所 在 地 長崎県長崎市若草町4番 32号エスポワール若草

事 業 の 種 類 D06総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計   画   期   間 令不日6年 4月 1日 から令不口7年 3月 31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

つF 出 里 3134.323t 全 処 理 委 託 量 3134.323t

自 ら再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

Ot
優良認定処理業者への

処  理  委 託  量 998.263t

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

Ot
再 生 利 用 業 者 へ の

処  理  委  託  量 1292,783t

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

Ot
認 定熱回収業者 への

処  理  委  託  量 0.000t

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

Ot
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処  理  委  託  量
0,000t

※事務処理欄

l_11こ 4-7:

(日本工業規格 A列 4番 )



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :建設汚泥 )

⑩

①

実績値

0000

0`】 00

n noo

n∩ r】∩

0000

0000

0000

0000

0000

0000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+◎ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑮熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熟回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生¬I用
業者令の処理委託量

∩∩∩
`】

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

0000

不要物等発生量

（削
〕
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :廃プラスチック )

⑩

①

実績値

ハ7ハ 900

nn∩n

0000

`】

000

`ヽ

7`ヽ 9イ】n

「,9hn

ARク 50`】

0000

0000

項 目

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

882500

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
再生和1用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑥

有償物量

りF出量

ら76900

不要物等発生量

（削
Ю
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:紙くず )

⑭

①

実績値

0000

∩000

`】

nnn

0000

`】

n∩ n

∩
`)∩ `)

∩
`】

00

0000

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0000

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

不要物等発生量

（韻
］
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :木くず )

⑩

①

実績値

74R050

0000

0`】 00

n∩ n∩

0000

7な R n5n

618750

0000

∩
`】

∩
`】

項 目

③排出量

②+③ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熟回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

F、 lR 7月0

⑩のうち熟回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生和J用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

υ卜出量

748050

不要物等発生量

（削
〕
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :繊維くず )

⑩

①

実績値

0_986

0000

`】

nnn

0^000

0_936

0000

0000

0000

0000

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託豊

n∩
`】

∩

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうちイ憂良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

0936

不要物等発生量

（韻
］
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :金属くず

⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

υF出量

R4,9R

有償物量

不要物等発生量

実績値

84298

0000

∩
`)00

0000

nn`】∩

A4298

0000

0_000

∩000

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+◎ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑩優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（消
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器ぐ )

⑩

⑭

実績値

128000

イ】∩00

n`】 n`Ⅲ

0000

(Ⅲ n∩ n

1ク R`】∩
`】

n∩ n∩

0000

0000

0000

項 目

①J停出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+◎ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0000

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

12R000

不要物等発生量

（韻
Ю
副
）



計画の実施状況 (産業廃乗物の種類 :石膏ボード )

⑩

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委話量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

132ヽ 565

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
の残さ量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

υF出量

154800

不要物等発生量

実績値

0000

0000

∩
`】

n`】

0000

154800

20A06

lRク 氏A5

0_000

00f】 0

項 目

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

⑥+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
］
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:がれき類

⑭

実績値

560_328

0000

n∩
`】

∩

0000

0000

氏Fヽ ORクR

0000

0000

`】

0`】 0

0000

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

⑥+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

④全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

000`】

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち餐良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量排出量

氏An 4、クR

有償物量

不要物等発生量

（削
〕
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :コンクリート破片

⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

ク■AR∩∩

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
た量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

排出量

RAR Aら λ

有償物量

不要物等発生量

実績値

ARA R52

n nan

0000

0000

0000

aRR Aら ,

クRA R∩ n

∩n∩
`】

0_000

項 目

①排出量

②+① 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
〕
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 iアスファルト破片 )

⑩

①

実績値

0000

0000

∩noo

クR6R0

53280

n∩
`】

∩

n∩ oo

項 目

①J卜出量

②+③ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

53280

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

769`ヽ 0

不要物等発生量

（削
］
酬
）



計画の実施状況 (産業廃乗物の種類 :〔石綿含有】ガラスくず、陶磁器くず  )

⑩

⑪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

`】

000

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

自ら中 によ

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

υい出量

0000

不要物等発生量

実績値

0000

`】

n∩ n

0000

0000

0000

0000

no`】 n

(】 000

n ooo

∩
`】

n`】

項 目

①,F出量

②+③ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

⑥+③ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（導
Ю
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :【石綿含有】廃プラスチンク )

⑩

0000

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら 問処理した

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

0000

有償物量

υF出量

不要物等発生量

実績値

`】

∩
`】

0

0000

0000

0000

∩∩
`】

0

0000

∩
`】

0`】

n∩ n∩

0000

項 目

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

⑥十◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑮熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（淋
Ю
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :【石綿含有】がれき類 )

⑭

⑪

実績値

88480

`】

0(】 0

0000

0000

0000

AR 4R0

`】

∩
`】

0

0000

∩n∩ n

項 目

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行つた量

⑥自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+◎ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0000

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

処理業者への
処理委託量

⑩のうち優良認定

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

⑤

有償物量

排出量

岳R480

不要物等発生量

（韻
］
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :【石綿含有】紙くず

⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

∩
`】

∩
`】

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量
υF出量

0000

有償物量

不要物等発生量

実績値

0000

0`】 00

0^000

0_000

0000

on`】 n

0000

0000

0000

∩ィ】n∩

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+◎ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処
理委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
〕
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :混合 (安定型) )

⑩ ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

`】

n∩ n

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑥

有償物量

りF出量

∩
`】

∩
`】

不要物等発生量

実績値

`】

noo

0_000

0000

0000

∩n∩
`】

0000

0000

0`】∩イ】

n∩ n∩

0000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑥自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
〕
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :混合 (管理型 )

⑩

⑪

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

000()

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

ら中間処理によ
り減量した量
自

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

⑤

有償物量

υF出量

0000

不要物等発生量

実績値

0000

∩000

0000

0000

0000

`】

∩
`】

n

0000

0000

0000

n`】 n∩

項 目

①υF出量

②+③ 自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
〕
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :水銀使用製品産業廃乗物 (蛍光管) )

⑪

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

o noo

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

ら中間処理によ
り減量した量
自

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

⑥

排出量

0000

有償物量

不要物等発生量

実績値

0_000

0000

0000

0000

∩n∩
`】

0000

0000

0000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

③自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生和」用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
Ю
日
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 !廃石綿

実績値

n ooo

0000

0000

0000

∩イ】00

0000

0000

0`】 00

0000

項 目

③排出量

②+⑥ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

n∩
`】

∩

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中問処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

υF出量

(10(】0

不要物等発生量

（削
］
酬
）

⑩

①



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の産業廃棄物処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)
に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)①欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売去,した量

(9)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条の11第2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)①欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼去Π処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごと1こ、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記
入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃
棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付するこ≧。

7 ※欄には、何も記入しないこと。
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